
1.作業の服装と防護具
図のような各種保護具を着用しましょう。目を保護す
る保護メガネなども必ず使用してください。
①ヘルメット（保安規格適合品）
②保護メガネまたはフェイスシールド
③滑りにくく丈夫な防振手袋
④滑りにくく丈夫な保護長靴
⑤耳栓またはイヤーマフ等の防音保護具
　

2.使用前のチェック
機体の各部を点検し、異常がないことを確かめてください。特に次のような異常は放置すると危険です
ので使用を中止し速やかに整備してください。
①ソーチェンのゆるみ､異常磨耗
②カッター切れ味不良
③ガイドバーの異常磨耗､曲がり、先端スプロケットの回転不良(スプロケットノーズバー使用時)
④ガイドバー取付ナットのゆるみ
⑤ハンドルの変形､破損
⑥ハンドル取付部のゆるみ､破損
⑦防振ゴムのはがれ､亀裂
⑧マフラー､チェーン駆動部回りの木屑堆積
⑨燃料漏れ

4.健康維持への配慮
連続作業は、疲労による事故の原因になります。1回の連続作業を10分以内と
し、作業後は休憩を取ってください。１日の作業時間は２時間以内にしてくださ
い。夏場の作業では熱中症にならないよう、適度な水分補給を行ってください。

■はじめにお読みください　  　［チェンソー編］
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保護メガネもしくはフェイス
シールドを着けないで作業
すると、飛散物が目に入って
失明等の重大事故を起こす
危険があります。

3. エンジン始動時の注意
●エンジンの始動操作は単独で､周囲に人や障害物がないことを確かめてから
行ってください。
●エンジン停止スイッチが、運転となっていること確かめてください。
●エンジン始動後は、チェーンオイルが適切に吐出されていることを確認してく
ださい。
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